
真間のつぎはしは、その昔、
点 と々続いていた砂州をつない
でいた橋。歌枕として数々の宮
廷歌人にも詠われています。

法華経寺参道総門近くにある
清華園の庭園では、春の梅やし
だれ桜のほか、和紙の原料にな
るみつまたが咲きます。

亀井院の裏庭に、手児奈が水
を汲んだという言い伝えがある
真間の井があります。

徳願寺は、徳川家と宮本武蔵
ゆかりの伝説が残る寺です。行
徳は、他にも法善寺などたくさ
んのお寺がある寺の街として知
られています。

法華経寺開祖の日常上人の死
を悲しんで日頂上人が木の元
で泣きあかしたという伝説から
「泣き銀杏」の名がついたとさ
れています。近くには駒形堂も
あります。

駒形大神社（大野町）で毎年1
月20日に行われる伝統行事
「にらめっこおびしゃ」は市川市
市指定民俗文化財になってい
ます。

真間山弘法寺の正面石段の下
から27段目にある石。石段は
千個以上の石からなりますが、
この石だけ涙を流すかのように
いつも濡れ続けています。

毎年ゴールデンウィークになる
と「国分川鯉のぼりフェスティ
バル」が開催され、国分川の関
下橋周辺及び国分 調節池にて
数百匹の鯉のぼりが掲揚され
ます。
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